
GENKI na MACHIKADO

　自然豊かな甲賀市にも多くある山林。豊かな山林
は、暮らしに必要な木材の供給、生活環境の保全、安
らぎや憩いを与える空間など、私たちにさまざまな
恵みをもたらし、私たちの生活を守ってくれていま
す。
　「とにかく山仕事が好きです。自分で植えた木が
育っていき、山がきれいになっていく様子を見るこ
とが楽しいです。きれいな山を見ると心が安らぎま
す。」と話す野口佳正さん。もともと稲作の専業農家
だった野口さんですが、自宅の建て替え時の材料に
なればと、ご自身が所有される山林に植樹されたこ
とをきっかけに、以来40年以上造林、育林に取り組
まれています。
　この地域のヒノキは質が良く光沢が他のものとは
違うと言う野口さんは、「甲賀ヒノキ」を次世代に引
き継ごうと活動される「甲賀愛林クラブ」でも地域の
リーダーとして、山林の大切さを発信されています。
これらの活動が認められ、今年2月には、林業振興に
功績のあった人に贈られる「中日造林賞」を受賞され
ました。
　「山林は放っておくと荒れてしまいますが、世話
をしていると2、3年もすれば景色が劇的に変わりま
す。自然にも世話が必要です。世話をしてこそ良い自
然ができると思います。
もっといろんな人に自然
の大切さ、楽しさを知っ
てほしいです。」と話す野
口さん。少しずつ体力的
にきつくなってきたとの
ことですが、最近植えた
クヌギの木が立派に育つ
まではやめられないと笑
顔で話す野口さん。活動
はまだまだ続きます。

守りたい、伝えたい、地域の山林

▲�手入れが行き届き、明るい光
が差す野口さん管理の山林
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走
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。
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▲�沿道の声援を受け走るクラシックカー

春運ぶ素朴な草花を展示

の
野
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ン
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し
た
。
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植
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憐
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▲�会場に並ぶ山野草

忍術で交通安全を
呼びかけ

通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
目
的
に
、4
月
6
日
か
ら
15
日
ま
で
、全
国
で
展

開
さ
れ
た
春
の
交
通
安
全
運
動
。

　

甲
賀
地
域
で
は
、6
日
に
湖
南
市
地
先
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
啓
発
が
行
わ
れ
、忍
者
に
扮

し
た
啓
発
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や
忍
者
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
に

ん
じ
ゃ
え
も
ん
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賀
の
ゆ
め
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参
加
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ド
ラ
イ
バ
ー
に
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を
呼
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け
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し
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忍
者
か
ら
は
、「
交
通
安
全
確
認
じ
ゃ
」の

掛
け
声
と
と
も
に「
ゆ
っ
く
り
走（
箸は

し

）っ
て

確
認
じ
ゃ（
忍
者
）」と
書
か
れ
た
箸
が
手
渡

さ
れ
、ド
ラ
イ
バ
ー
は
笑
顔
で
受
け
取
り
な

が
ら
交
通
安
全
に
気
を
引
き
締
め
ま
し
た
。
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～

桜
に
囲
ま
れ
た
会
場
で

春
を
満
喫

鹿
山
系
の
ふ
も
と
を
流
れ
る
土
山
町
鮎
河
の
う
ぐ
い
川
沿
い

に
咲
く
桜
。雄
大
な
自
然
を
バ
ッ
ク
に
川
の
両
岸
に
連
な
る

2
0
0
本
の
桜
は
圧
巻
、県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

　

4
月
10
・
11
日
、咲
く
や
鮎
河
さ
く
ら
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、今
年
も
多

く
の
人
が
大
自
然
の
中
の
桜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

爽
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、桜
に
囲
ま
れ
た
会
場
で
は
、

地
元
の
農
産
物
の
販
売
や
も
ち
つ
き
な
ど
が
行
わ
れ
、春
を
満
喫
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、う
ぐ
い
川
沿
い
で
は
、桜
の
下
、お
弁
当
を
ひ
ろ
げ
の
ん
び
り

と
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
満
開
の
桜
を
楽
し
む
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

交

鈴

満開の桜の下で
健康づくり

の
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の
中
で
見
る
桜
は
さ
わ
や
か
で
と
て
も
気
持
ち

が
良
い
も
の
で
す
。そ
ん
な
絶
好
の
桜
日
和
に
恵
ま
れ
た
4
月
8

日
、満
開
の
桜
が
咲
く
水
口
町
藤
栄
神
社
で
太
極
拳
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
太
極
拳
は
、総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ「
柏
木
レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ
」で

6
年
前
か
ら
学
ん
で
い
る
皆
さ
ん
に
よ
り

行
わ
れ
た
も
の
。普
段
は
公
民
館
で
練
習

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
。「
せ
っ
か
く
桜
の
名

所
が
あ
る
の
だ
か
ら
、春
を
満
喫
し
な
が

ら
で
き
れ
ば
」と
、今
年
初
め
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

真
っ
青
な
空
と
満
開
の
桜
の
下
、優
雅

な
音
楽
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
太
極
拳

に
、皆
さ
ん
は
、最
高
の
舞
台
で
最
高
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

春
～春の交通安全運動～～柏木レインボークラブ～

▲�満開の桜の下で太極拳を楽しむ皆さん ▲�交通安全を呼びかける啓発者の皆さん

▲�花見を楽しむ人でにぎわううぐい川

▲�メイン会場で行われたもちつき

野の

ぐ

ち口　

佳よ
し
ま
さ正

さ
ん

（
甲
賀
町
神
）
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